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結果

フォトニックナノジェット(PNJ)を⽤いたサブマイクロメートルスケールの微細加⼯技術を確⽴するため
に，解析的な検討を⾏う．

誘電体マイクロ球にレーザを照射することで発⽣するPNJの強度分布を数値計算で求め，
⽣成条件がPNJ強度分布に与える影響を調査した．

マイクロ球へ照射する光の波⻑や波⾯を
制御することで強度分布が⼤きく変化する
ことを明らかにした．
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